
感染管理 専門看護コース研修 

専門分野 感染管理 

担 当 感染管理認定看護師：河村 ひとみ （第 6 回は若林感染管理認定看護師と共同） 

目 的 医療関連感染の予防・管理について正しく理解し、感染対策の実践と推進ができる。 

目 標 １．感染管理の基本（標準予防策）を説明できる。日常ケア場面での必要な手指衛生のタイミングを理解し、

手順に基づいて実践できる。（認知領域 理解）（精神運動領域 操作） 

２．職業感染防止の必要性を説明できる。（認知領域 理解） 

３．病院感染で問題となる微生物に関する基本的事項と感染対策について説明できる。（認知領域 理解）  

４．洗浄・消毒・滅菌について説明できる。（認知領域 理解） 

５．感染管理面における院内の環境整備・管理（リネン、清掃、水、空調）について説明できる。 

（認知領域 理解）  

６．医療処置関連感染防止について説明できる。（認知領域 理解） 

（血管内留置カテーテル関連感染、人工呼吸器関連肺炎、手術部位感染、膀胱留置カテーテル関連感染） 

７．インフルエンザ発生時の初期対応が実践できる。（精神運動領域 操作） 

８．ノロウイルス感染対策が説明でき、嘔吐物処理が正しく実践できる。 

（認知領域 理解）（精神運動領域 精確化） 

９．施設（部署）の問題を状況に適した方法で解決するという意思表示をすることができる。 

（情意領域 価値の組織化） 

対象者 クリニカルラダーレベルⅢ以上（院外受講者は実務経験年数 5 年目以上）で、部署内で役割モデルとなり感染

対策の実践と推進ができる者又は、今後部署内で役割モデルとなり感染対策の実践と推進に意欲がある者 

人 数 20 名程度（院内・院外） 

研修時間 第１回＜5 月 28 日（火）＞18：00～19：00 

第２回＜6 月 25 日（火）＞18：00～19：00 

第３回＜7 月 23 日（火）＞18：00～19：00 

第４回＜8 月 27 日（火）＞18：00～19：00 

第５回＜9 月 24 日（火）＞18：00～19：00 

第６回＜10 月 22 日（火）＞18：00～19：30 

第７回＜11 月 26 日（火）＞18：00～19：00 

内 容 テーマ 具体的な内容 使用物品 

第１回 

（講義） 

 

１．標準予防策 

１）手指衛生 

２）感染経路と感染経路別予防策 

３）個人防護具 

パワーポイント 

資料 

筆記用具 

第２回 

（演習） 

１．手指衛生トレーニング 

１）日常ケア場面における手指衛生の実際 

２）グループ毎に検討、発表 

パワーポイント 

資料 

筆記用具 

第３回 

（講義） 

１．職業感染防止  

 針刺し・切創・皮膚・粘膜曝露予防策、結核、

流行性ウイルス感染症 

２．病院感染で問題となる微生物 

パワーポイント 

資料 

筆記用具 

第４回 

（講義） 

１．洗浄・消毒・滅菌 

２．ファシリティーマネジメント 

 １）リネン管理 

 ２）清掃 

 ３）水・空調 

３.感染性廃棄物 

パワーポイント 

資料 

筆記用具 



第５回 

（講義） 

１．医療処置関連感染防止対策 

 １）血管内留置カテーテル関連感染 

２）人工呼吸器関連肺炎 

３）手術部位感染 

４）膀胱留置カテーテル関連感染 

パワーポイント 

資料 

筆記用具 

第６回 

（試験・演習） 

 

１．試験（20分） 

２．感染事例から感染対策を学ぶ （60分） 

 １）インフルエンザ発生事例 

２）グループ毎に検討、発表 

パワーポイント 

資料 

筆記用具 

第７回 

（講義・演習） 

１．ノロウイルス感染対策  

２．演習：嘔吐物処理  

パワーポイント 資料 筆記用具 

ブルーシート、防護具（マスク・ガウン・

手袋・ゴーグル）、消毒液、容器、ペー

パータオル、模擬吐物、蛍光塗料、ブラ

ックライト 

合格基準 １．全講義を受講する 

２．終了試験 80点以上※終了試験は全課程を受講した者のみ受けることができる 

※80点以下の場合、不正解の項目について講義資料などを使って、第 7回講義までに修正したも 

のを提出する 

その他 １．全課程修了者には修了証を授与する 

２．内容の評価については、最終日にアンケートを行い評価する 

３．（院内）自部署の課題について実践可能な具体的な対策を立案し提出、次年度に取り組む 

      対策実行については適宜、相談に応じる 

参考図書 
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2)矢野邦夫，堀井俊伸編．感染制御学．東京：文光堂；2015 
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6)矢野邦夫．感染制御の授業－30日間基本マスター－．東京：ヴァンメディカル；2012 
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12)インフェクションコントロール．大阪：メディカ出版 
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